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計画策定の趣旨

2025年度日本ブラインドマラソン協会中期（３ヶ年）基本計画

協会目的

区分 目標・指標 2025年度 2026年度 2027年度

役員体制
女性役員の比率向上、役員の多様性確保等を実現
し、機能的な役員体制を構築

2026年度役員改選に向け準備(役員候補者選考委
員会の立ち上げなど)

2026年度定期改選により、役員の多様性を確保し、
外部理事２５％以上、女性役員比率40％以上を目指
す。

役員の多様性を確保するとともに、新陳代謝の仕組
みを確立し、外部理事２５％以上、女性役員比率
40％以上を目指す。

事務局体制 事務局業務の整理と効率化 業務効率化と事務局体制の強化 業務効率化と事務局体制の強化 業務効率化と事務局体制の強化

強化体制 強化スタッフの体制強化 2028年ロサンゼルス大会に備えた体制の確立 2028年ロサンゼルス大会に向けた強化の実施 2028年ロサンゼルス大会に向けた強化を実施

個人会員数 会員数拡大と若手会員の勧誘 入会促進活動の継続 入会促進活動の継続 入会促進活動の継続

寄付・協賛企業団体数 協賛・寄付企業等の安定的確保と財務基盤の強化 寄附・協賛企業・団体を確保 寄附・協賛企業・団体を確保 寄附・協賛企業・団体を確保

財務の健全性確保 適正に公認会計士、監事監査を実施、財務諸表を公開年度監査を実施、財務情報を公開 年度監査を実施、財務情報を公開 年度監査を実施、財務情報を公開

全国練習会友好団体の拡大と連携 協会HP紹介２４団体 新規提携団体を開拓 新規提携団体を開拓

協会友好団体大会数（視覚障がいランナー・伴走者
受け入れ大会）

全国公認大会　6大会・普及大会　４大会（共催・後
援・協力等）

新規受け入れ先を拡充 新規受け入れ先を拡充

ガバナンスコードの導入 自己説明の公表と見直し 自己説明の公表と見直し 自己説明の公表と見直し

コンプライアンスの遵守 不適事項ゼロ 不適事項ゼロ 不適事項ゼロ

協会倫理に関するガイドラインの遵守 違反事項ゼロ 違反事項ゼロ 違反事項ゼロ

協会規程の点検・改訂・追加 適宜実施・理事会承認 適宜実施・理事会承認 適宜実施・理事会承認

適切な情報開示
法人の公開基準、ガバナンス
コードによる開示徹底

HP等による事業計画、財務諸表等公開情報の整理
と展開 公開情報の更新 公開情報の更新 公開情報の更新

事業計画 事業項目 目標・指標 2025年度 2026年度 2027年度

JBMAユニファイドラン開催 開催継続 開催継続 開催継続

全国視覚障がい者駅伝大会開催 開催継続 開催継続 開催継続

①主催伴走研修会：年３回以上 開催継続 開催継続 開催継続

②地方等普及研修支援：年間５回以上 開催継続 開催継続 開催継続

③代々木月例練習会：年１２回 開催継続 開催継続 開催継続

最重点国際大会選手派遣（派遣枠選考） 2028ロサンゼルス大会に備えた国際大会派遣 選考規定の策定 2028ロサンゼルス大会に備えた国際大会派遣

メダル獲得

選手強化（兼教育）合宿の実施 年間２５回程度計画 年間２５回程度計画 年間２５回程度計画

WPA公認・エンドース大会への積極派遣 年間１０大会以上の派遣計画 年間１０大会以上の派遣計画 年間１０大会以上の派遣計画

医科学サポート・アンチドーピング指導の徹底 年間強化計画に組込 年間強化計画に組込 年間強化計画に組込

競技専門伴走者の安定的確保と強化 実業団・大学・OB等競技水準の高い人材確保 実業団・大学・OB等競技水準の高い人材確保 実業団・大学・OB等競技水準の高い人材確保

次世代選手発掘・育成
JPC/東京都等の発掘事業参加
視覚特別支援学校等教育機関との連携

JPC/東京都等の発掘事業参加
視覚特別支援学校等教育機関との連携

JPC/東京都等の発掘事業参加
視覚特別支援学校等教育機関との連携

WPA公認国際大会等での国際交流 大会未定も開催時は代表派遣 大会未定も開催時は代表派遣 大会未定も開催時は代表派遣

友好団体主催大会での交流 かすみがうら・福知山等との連携 かすみがうら・福知山等との連携 かすみがうら・福知山等との連携

普及のための新規ブラインド大会の開拓 主催団体との交流 主催団体との交流 主催団体との交流

年間３回の会報発行 年間3回発行 年間3回発行 年間3回発行
ホームページのタイムリーな更新 タイムリーな情報発信・会員募集 タイムリーな情報発信・会員募集 タイムリーな情報発信・会員募集
情報発信力・メディア対応力の強化 普及啓蒙活動・選手強化活動のPR 普及啓蒙活動・選手強化活動のPR 普及啓蒙活動・選手強化活動のPR
各種広報・普及・教育資料の作成 メディア集等作成 メディア集等作成 メディア集等作成

広報・普及・マーケ
ティング

選手強化（競技力向
上）

全国友好団体数

ガバナンス・コンプライアンスの確立・遵守

毎年1回以上のブラインドマラ
ソン大会の開催

ブラインドマラソン指導者及び
伴走者の養成を図る研修

パラリンピック競技大会等、パ
ラスポーツ大会に参画する選
手の競技力の強化、並びに次
世代選手の発掘・育成

国内外のブラインド
マラソン団体との交
流促進

友好団体が行うブラインドマラソ
ン大会の支援・海外のランナー
及びその所属団体との交流

会報の発行、ホームページ等
による広報普及事業

協会財務基盤の強
化と健全性の確保

特定非営利活動法人日本ブラインドマラソン協会中長期基本計画（案）

主催大会開催

普及・研修

組織運営に関する
基本計画

ブラインドマラソンおよびウォークの全国的な普及、発展のための事業を行い、視覚障がい者の体力向上、並びに社会参加の促進を図るとともに、全国にブラインドマラソンの理解者・協力者を増やし、もってノーマライゼーション社会の
実現に資することを目的とする。（定款抜粋）

NFとしての選手強化（競技力向上）事業においては、2028年度に開催されるロサンゼルス2028パラリンピックにおいて好成績を上げるために、次世代選手の発掘・育成に努める。

本計画は、特定非営利活動法人としての、定款に定められた協会目的実現のための基本計画と、NF（日本ブラインドマラソン協会）として日本のブラインドマラソン競技を統括する「中央競技団体」としての協会の事業運営の方向性を示すものであ
る。

２　中央競技団体に求められるガバナンスを確保し、適切な組織運営を行う上で「スポーツ団体ガバナンスコード」(中央競技団体向け)に則り協会基本計画を補完する。
基本計画の骨子

2025年度は、協会中長期計画中間の年度に位置付け当面3ヶ年の中期計画を策定し、協会活動の原点である視覚障がい者のための大会開催やブラインドマラソンを支える指導者・伴走者の養成研修を積極的に進める。

中期計画方針
組織運営の基本計画は、スポーツ団体ガバナンスコードに基づく重点項目を中期計画に反映して計画を推進する。
2027年度は2025年度中計の見直しを図り、次期中長期計画を構築する。

１　ブラインドマラソン普及・発展のための事業活動を、長期的、安定的に推進できる活動基盤を確保し、協会目的実現（ノーマライゼーション社会の実現）に資する。


